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＜連絡事項＞

・報告メールについて

分かりやすい件名と、今までの状態を把握できるような内容でメールを送るようにして下さい。

・患者様動静報告への貼り付けについて

最近、各病棟で患者様動静報告への貼り付けを行っていない事があるとの指摘がありました。各勤務帯で確実に貼り付けを行うようにしましょう。

・三上Dr.お休み

足の状態が思わしくない為、10/20(金)はお休みとの事。

・法人研修出欠確認

10月16日に第3回法人研修が終了しました。

アンケート集計後の出欠名簿がwizのメールに添付されて来ているので、各自10/27(金)までに確認して下さい。

・ロッカー使用について

ロッカーへのごみの放置の件ですが、約１ヶ月が経過し状況確認していたそうですが、未だにロッカーへのジュースの空き缶放置が改善されていないとの事。

　ごみが放置されているロッカー周辺の方はゴミの処理を行うようにして下さい。

・安全管理対策委員会

　　　転倒転落アセスメントスコアシートを作成します。目的としては転倒・転落リスクのアセスメント評価をし、リスクの高い患者様を周知することで、転倒転落を未然に防ぐ事と、現在頻発している転倒・転落の減少を目指す為です。現在入院中で転倒転落のリスクがある患者様に関しては、委員会でスコアシートを作成しカンファレンスでその都度確認していきます。新入院患者様に関しては、担当スタッフで作成して下さい。シートの記入方法等についてはカンファレンス等で説明していきます。

＜患者様連絡事項＞

· 水梨　正一様

　　入院時からドアのぶいじりやホール内の徘徊見られていましたが、興奮や拒否、粗暴行為は見られていませんでした。歩行時のふらつきや不安定さなく他者とのトラブルなく経過。本日午後、南Dユニットへ転出予定となっています。
· 櫛桁　武男様

入院時から他室侵入や他者につかみかかることが見られていましたが、8月31日女性患者様の下唇に噛みつく、制止したスタッフの腕を咬もうとするなど興奮し暴力行為・不穏がみられ、終日隔離開始。9月9日興奮、自傷行為見られず落ち着いた事から終日隔離解除となっていました。

ホール内の徘徊や寝具いじり見られ、突発的な行動があり注意が必要となっていますが、興奮や粗暴行為、自傷行為はなく経過していることから、本日午後、南Dユニットへ転出予定となっています。
· 田沢　左部様

昨日、隣ベット患者様(石塚様)に顔面殴打され左目尻と上唇に出血ありましたが、圧迫止血後は出血なく経過。しかし左眼充血しており、本日主治医診察後タリビット点眼液処方となっています。

本日、退院時サマリーと退院療養計画書作成し、退院時処方14日分処方となっています。皮膚科の内服薬(ケルガー錠)と軟膏処置(左臀部褥創・白癬)に関しては、本日主治医に確認したところ転院先の五戸総合病院での治療をお願いするそうなので、退院時処方には含まれていません。

　　　明日は9:00退院予定となっています。

· 木ノ下　ツヨ様

精神症状悪化し、気分変動著明なことからプログラム長期欠席となっていましたが、状態安定し本人もプログラムへの参加希望。本日主治医へ確認し、許可との事で明日から作業療法及びﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開始となります。

· 阿部　文香様

昨日、母様本人の自室にて面会していましたが、興奮して大声で叫び母様を部屋から突き飛ばすようにして追い出す事あり。時間をおいてスタッフ介入すると落ち着かれ、その後は興奮なく経過しています。

疎通不良である為、興奮した明らかな原因は不明ですがスタッフや他患者様へ興奮することはなく、母様の面会時に興奮する様なので(今までも母様の面会時に数回興奮している)、面会は自室ではなくホールで行い、スタッフが付き添うようにしていきましょう。

· 清水　栄子様

昨日のアルコールプログラムの際、病棟や他者への不満を声を荒げて話されることがありました。内容としては、アルコールプログラムのシステムが変ったことや運動療法の開始時間にズレがあるというもので本日主治医診察時も同様の訴え聞かれています。プログラム、運動療法の開始・終了時間はスケジュール表通りに行って行く事、また、｢ここ数日気分の調子を崩している、自分の思いを誰に話せばいいか分からない｣という訴えについては、スタッフの誰でも良いが、さしあたり主治医が診察する時間を持っていくと主治医から本人へ伝えています。

安定した環境の提供と、治療の進展に伴い新たな混乱が生じないように対応していきましょう。

　　













